
「個別避難計画」の普及拡大に向けたロードマップ（行程）

区分 年度 令和４年度（２０２２） 令和５年度（２０２３） 令和６年度（２０２４） 令和７年度（２０２５） 令和８年度（２０２６）

モデル事業の推進によ
る課題抽出とその解決

モデル事業を推進し、個別避難
計画の作成・実行上の課題を把
握し、その解決策を反映します。

◎先進事例研究
・マニュアルの収集
・計画書の作成方法

◎モデル地区の選定・
計画書の作成
・モデル地区の選定
・対象地区内要配慮者の
個別避難計画作成支援

◎個別避難訓練の実施
・対象地区内要配慮者の
避難訓練の実施
（支援者確保の課題等の
把握と解決）

◎個別避難訓練の実施
・個別避難計画の修正
・対象地区内の要配慮者
の避難訓練の実施

◎モデル事業検証
・要配慮者の類型別支援
方法等を反映した個別避
難計画作成マニュアルの
完成

実施手順・制度の創設

モデル事業で得た解決策を反映
した実施手順を作成するととも
に、個別避難計画作成に必要な
補助金制度を創設します。

◎先進事例研究
・他市町村の実施手順書
等の調査
・個別避難計画作成補助
金制度の調査

◎実施手順書、作成支援
制度の設計
・実施手順書の作成
・個別避難計画作成補助
金制度の創設

◎実施手順書の見直し
・避難訓練の実施成果を
踏まえた見直し
◎作成支援制度の適用に
よる個別避難計画の促進

避難先の確保

要配慮者の類型によっては、直
接、福祉避難所への避難が必要
なかたが見込まれることから、
必要な福祉避難所を確保、国の
制度を活用し、各施設に必要な
防災対策事業を行います。

◎先進事例研究
・避難場所のあり方
・福祉避難所の状況

◎福祉避難所候補施設と
の協議
・福祉避難所の指定に際
しての要望事項の確認
◎妊婦・乳幼児対応福祉
避難所施設の設置検討

◎指定福祉避難所の設置

◎妊婦・乳幼児対応避難
所の設置

災害発生リスクの高い地域においても確実に避難行動がとられるよう、市では個別避難計画が策定されていくための環境整備を令和８年度末までに行います。目標年度
までに、実施手順や制度の創設を含めた課題整理を進めるため、ロードマップ（行程）を定め、着実に作業を進めてまいります。

◎実施手順書の使用及び作成支援制度の適用
による個別避難計画の促進

◎福祉避難所候補施設の要望事項への対応
（国の制度を活用した防災対策の推進）

◎妊婦・乳幼児対応福祉避難所の設置準備
（運営に必要な職員・資器材の確保・取得等）


